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｀寺集文教・科学技術施策の進展●平成18年度の展望

□最
高
水
準
の
舞
台
芸
術
公
演
・
伝
統
芸
能
等
へ
の

重
点
支
援
等

芸
術
家
や
芸
術
団
体
等
が
行
う
舞
台
芸
術
創
造
活

• 文
化
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
の
推
進

文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、
．

農
か
な
人
生
を
送
る
上
で
の
大
き
な
力
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
日
本
社
会
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
「
文
化

カ
」
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

文
化
庁
で
は
、
平
成
一
八
年
度
予
算
に
一

0

0
六
億

円
（
対
前
年
度
九
五
七
百
万
円

(
0
"
九
％
）
減
）

を
計
上
し
、
二
ニ
年
末
に
成
立
し
た
文
化
芸
術
振
興

基
本
法
、
一
四
年
―
二
月
に
閣
読
決
定
を
行
っ
た
「
文

化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
を
踏
ま

え
つ
つ
、
国
内
外
を
魅
了
す
る
「
文
化
力
」
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

芸
術
創
造
活
動

← 

動
等
は
、
我
が
国
の
社
会
に
活
力
を
与
え
る
と
と
も

に
、
詐
方
面
に
お
よ
ぶ
図
民
の
活
動
の
活
性
化
が
促

さ
れ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、

こ
れ
を
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ

る
。
舞
台
芸
術
創
造
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
最
高
水
準
の
舞
台
芸
術
公
演
。
伝
統
芸
能
等
に

対
す
る
重
点
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
音

楽
、
舞
踊
、
演
制
等
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
．
1

バ
ル
、
芸

術
に
よ
る
団
際
交
流
を
推
進
し
て
い
く
。

②
「
日
本
映
画
・
映
像
」
振
興
プ
ラ
ン
の
推
進

映
画
・
映
像
は
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
を
包
含
す
る
総

合
芸
術
で
あ
り
、
こ
れ
を
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
臭
体
的
に
は
、
我
が
国
の
映
画
。

映
像
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、
製
作
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
上
映
や
海
外
へ
の
発
信
、
人
材
育
成
事

業
等
の
支
援
、
映
面
フ
ィ
ル
ム
の
収
集
＇
保
管
を
進

め
、
世
界
に
誇
れ
る
映
画
。
映
像
の
振
興
を
推
進
す

る
。
平
成
一
八
年
度
か
ら
は
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
短
綱
映
圃
作
品
の
製
作
を

通
じ
た
人
材
育
成
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
。

ほ
世
界
に
羽
は
た
く
新
進
芸
術
家
等
の
人
材
育
成

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め バレエシャンブルウエスト「シンデレラ」 撮影：長谷川清徳

文
化
庁
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に
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
得
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
世
界
で
活
躍
す
る
新
進
芸
術

家
等
を
養
成
す
る
た
め
、
美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
｀
濱

閲
等
の
各
分
野
に
お
い
て
、
国
内
外
に
お
け
ろ
研
修
、

発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
団
体
等
が

行
う
養
成
専
稟
へ
の
支
授
定
行
っ
て
い
く
。

①
感
性
豊
か
な
文
化
の
担
い
手
育
成
プ
ラ
ン
の
推
進

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
文
化
芸
術
に
触
れ
る

感
動
や
楽
し
さ
を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性
や
想

像
性
を
刺
激
し
て
、
一
人
一
人
の
可
能
性
を
引
き
出

す
こ
と
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
多
様
な
個
性
を
育
む

国
語
は
、
我
が
国
文
化
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
時
代
の
変
化
や
仕
会
の
迩
展
に
応
じ
て
、
そ
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
改
善
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
平
成
一
七
年
三
月
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
「
敬

語
に
関
す
る
具
体
的
な
指
針
の
作
成
に
つ
い
て
」
「
情

韻
化
時
代
に
対
応
す
る
漢
字
政
策
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
が
文
化
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
平
成
一
七
年
度
か
ら
検
討
を
開
始
し
、
引
き

続
さ
、
固
語
分
科
会
で
慎
重
に
審
競
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
回
内
外
の
日
本
語
学
習
者
の
増
加
や
多
様

な
日
本
語
学
習
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
を
拡
充
し
た
地
域
日
本
語
教
育
支
援
事
業
を

実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
地

域
の
日
本
語
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

宗
諮
行
政

我
が
国
に
は
、
教
派
、
宗
派
、
敦
団
と
い
っ
た
大

規
模
な
宗
教
団
体
や
神
社
、
寺
院
、
教
会
等
の
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
団
体
が
存
在
し
、
多
様
な
宗
敦
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
約
一
八
万
―
―
1
0
0

0
の
宗
教
団
体
が
、
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
敦
法

人
に
な
っ
て
い
る
。

宗
教
法
人
制
度
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
信
教
の

国
語
施
策

新国立美術館

国
宝
・
重
要
文
化
財
、
登
録
有
形
文
化
財
お
よ
び

伝
統
的
建
造
物
群
を
適
切
に
屎
存
管
珪
し
、
次
世
代

に
継
承
す
る
た
め
、
計
画
的
な
保
存
修
理
お
よ
び
耐

震
対
策
・
防
災
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
e

また、．

N
P
O
や
市
民
団
体
が
文
化
財
の
管
理
か
ら
文
化
財

を
活
阻
し
た
多
様
な
活
動
を
自
立
的
に
担
っ
て
い
け

る
よ
う
な
総
合
支
援
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
さ
ら

に
、
文
化
財
建
造
物
修
理
用
資
材
の
安
定
的
確
保
を

図
る
た
め
に
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
」
を
設
定
す

る
と
と
も
に
、
資
材
等
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を

支
援
す
る
。
ま
た
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工

芸
品
）
等
を
火
災
や
盗
難
等
か
ら
守
り
、
保
存
管
理

の
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
展
示
や
体
験
学
習
機

能
を
加
え
た
差
伽
事
業
を
実
施
し
、
多
様
な
保
護
・

文
化
財
の
保
存
修
理
等

文
化
財
の
次
世
代
へ
の

継
承
＠
発
展

地
熾
文
化
の
振
興

た
め
に
霊
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
や
バ
レ
エ
等
の
華
舛
台
芸
術
に
身
近
に
触
れ
る

拭
会
を
提
供
す
る
「
本
物
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
る
様

会
の
確
保
」
を
抗
充
す
る
ほ
か
、
荼
道
、
華
道
、
日

平
舞
踊
等
の
伝
続
文
化
を
継
続
的
に
体
験
・
習
得
で

き
る
概
会
を
提
供
す
る
「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
事

業
」
を
拡
充
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験

活
動
を
誰
進
す
る
た
め
の
施
策
の
一
層
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
。

平
成
一
八
年
度
か
ら
祈
た
な
中
期
目
標
期
間
を
迎

え
る
独
立
行
政
法
入
国
立
美
術
館
は
、
我
が
国
に
お

け
る
美
術
振
興
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
、
所
蔵
作
品

の
一
層
の
充
実
や
施
設
設
備
の
整
備
充
実
を
行
う
と

と
も
に
、
収
集
。
保
管
・
展
示
お
よ
び
闘
査
・
研
究

機
詫
の
向
上
定
図
る
。
ま
た
、
入
材
養
成
＾
研
修
、

国
際
交
流
や
文
化
発
信
の
拠
点
と
し
て
の
復
能
を
一

層
充
実
し
て
い
く
。

東
京
・
六
本
木
に
平
成
一
四
年
度
か
ら
建
殷
を
追

め
て
い
る
国
立
新
美
術
館
は
、
平
成
一
九
年
一
月
の
開

館
を
目
指
し
、
現
在
開
館
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
。

文
化
の
持
つ
力
（
「
文
化
刀
」
）
は
、
文
化
芸
術
以

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
、
：
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
~
地
域
の
特

自
由
と
政
教
分
龍
の
原
則
に
基
づ
き
、
宗
教
団
体
の
自

由
で
自
主
的
な
活
動
を
保
障
す
る
た
め
、
宗
教
団
体

に
法
人
格
を
付
与
す
る
こ
と
で
財
産
や
団
体
組
織
の

管
理
の
基
礎
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

文
化
庁
で
は
、
宗
敦
法
入
法
に
基
づ
く
宗
教
怯
入
の

認
証
裏
務
や
宗
教
に
関
す
る
資
料
の
収
集
な
ど
を
行

い
、
宗
教
法
入
制
度
の
適
正
な
連
用
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
宗
教

渋
入
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
4^

2

美
術
振
輿
の
拠
点
整
備

我
が
国
の
伝
統
的
な
芸
能
や
工
芸
技
術
の
う
ち
、

芸
術
上
ま
た
は
歴
史
上
価
値
の
高
い
も
の
を
重
要
燕

形
文
化
財
と
し
て
指
定
し
、
そ
れ
ら
の
わ
ざ
を
高
度

に
体
現
し
て
い
る
保
持
者
（
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
]
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
や
そ
の
団
体
が
行
う
後

継
者
養
成
・
技
術
錬
磨
の
た
め
の
経
費
を
補
助
す
る

と
と
も
に
、
重
要
無
形
文
化
財
の
後
継
者
の
養
成
・

確
保
を
図
る
。

2

伝
統
文
化
を
支
え
る
人
材
養
成
。
確

保

重要文化的景観「近江八幅の水＄腿I

色
あ
る
文
化
の
力
（
「
文
化
力
」
）
を
、
教
育
、
福
祉
、

観
光
、
産
業
振
興
等
の
文
化
以
外
の
分
野
に
活
用
す

る
た
め
の
新
た
な
方
策
や
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究

忘
行
う
と
と
も
に
、
内
外
の
先
進
的
な
事
例
の
情
報

発
信
等
を
行
う
「
文
化
力
活
用
都
市
支
援
事
業
」
を

新

た

に

実

施

す

る

。

．

ま
た
、
各
地
域
に
お
け
る
特
色
あ
る
文
化
芸
術
活

動
や
芸
術
家
・
芸
術
団
体
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た

ホ
ー
＇
ム
ペ
ー
ジ
を
整
備
す
る
「
地
域
文
化
芸
術
情
緑

オ
ン
ラ
イ
ン
監
備
裏
業
」
を
新
た
に
実
施
し
、
文
化

芸
術
活
動
に
関
す
る
情
報
収
集
。
発
信
を
進
め
る
。

こ
の
ほ
か
、
公
立
文
化
施
設
に
お
い
て
、
自
主
的
。

す
る
た
め
、
公
立
文
化
施
設
が
連
携
し
て
行
う
自
主

企
酉
，
制
作
事
業
や
新
進
芸
術
家
の
公
演
事
業
に
対

す
る
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
、
高
校
生
が
日
ご
ろ

の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
し
交
流
を
深
め
る
場
と

し
て
『
金
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
（
平
成
一
八
年

八
月
二
日
（
，
＇
六
E
i
二
昂
都
府
）
、
国
民
が
日
ご
ろ
取
り

祖
ん
で
い
る
文
化
活
動
を
全
国
規
模
で
語
表
し
交
流

す
る
国
内
最
大
規
模
の
文
化
の
祭
典
と
し
て
「
国
民

文
化
祭
」
（
平
成
一
八
年
ー
一
月
一
＝
日
＼

□
-
日
[
山

ロ
塵
を
開
催
す
る
。

な
お
、
地
域
文
化
の
振
呉
に
関
し
て
、
平
成
一
七

年
二
月
に
文
化
審
艤
会
文
化
政
策
部
会
報
告
書
「
地

域
文
化
で
日
本
定
元
気
に
し
よ
う
I
'
一
が
公
表
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
積
極
的
に

阿
知
し
て
い
く
。

活
用
を
図
る
。

67 66 
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国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
国
際
文
化
交
流
を
通
じ

国
際
文
化
交
流
の
推
進

文
化
の
国
際
交
流
R
協
力

2

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
情
報
の
発
信

法
制
度
の
整
備

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

著
作
権
施
策
の
展
開

4

伝
統
文
化
の
保
存
と
継
承
の
拠
点

整
備

史
跡
笙
ど
の
保
存
・
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
所
有

者
や
管
理
団
体
等
が
行
う
保
存
修
理
事
業
お
よ
び
公

有
化
事
業
等
に
対
す
る
国
胴
補
助
を
実
腕
す
る
。

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
責
用
負
担
が
困
難
な

個
人
住
宅
建
設
等
の
閲
癸
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

胴
査
に
対
す
る
国
庫
補
助
を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財

保
隈
と
開
発
事
業
と
の
調
整
の
円
滑
化
唸
図
る
。

独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
節
が
管
理
＇
運
営
す
る

国
立
檸
物
館
四
館
（
東
京
、
京
都
、
奈
良
、
九
州
）

を
我
が
国
の
歴
史
・
伝
統
文
化
の
保
存
と
継
承
の
中

心
的
拠
点
と
し
て
、
文
化
財
の
収
臭
・
保
管
，
展
示

お
よ
び
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
晋
及
事

業
等
の
一
層
の
充
実
定
図
る
。
ま
た
、
貴
霊
な
同
民

的
文
化
財
を
次
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
施
設
の

老
朽
化
、
耐
震
対
策
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

昨
年
度
の
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
に
お
い
て

は
、
「
著
作
椅
法
に
関
す
る
今
後
の
検
討
課
題
」
（
平

成
一
七
年
一
月
文
化
審
読
会
著
作
権
分
科
会
）
と
し

浦
添
市
）
を
新
た
に
開
場
し
、
組
踊
を
中
心
と
す
る

沖
縄
伝
統
芸
能
の
公
開
、
伝
承
者
養
成
、
鯛
査
研
究

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
国
立
刺
場
で
は
、

現
代
舞
台
芸
術
の
振
興
普
及
を
図
る
た
め
、
オ
ペ
ラ
・

バ
レ
エ
・
現
代
舞
踊
＇
演
劇
な
ど
の
公
演
や
実
演
家

の
研
修
な
と
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
劇
場
の
設
置
。
退
営
は
、
独
立
行
政
法

人
日
本
芸
術
文
化
振
奥
会
が
行
い
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
立
博
物
館
等
が
収
蔵
す
る
文
化
財
・
美
術
品
に

関
す
る
情
報
、
国
立
劇
場
＇
祈
国
立
劇
場
の
公
演
等

に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う
と
と
も

に
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
全
国
の
博
物
館
・
美
術
館

か
ら
協
力
を
得
て
、
文
化
財
や
美
術
品
等
の
デ
ジ
タ

ル
画
像
等
を
試
験
的
に
公
開
し
て
い
る
「
文
化
遣
産

オ
ン
ラ
イ
ン
」
は
、
引
き
続
き
公
開
情
報
の
充
実
を

目
指
す
と
と
も
に
、
利
用
者
の
声
を
反
映
し
た
検
索

シ
ス
テ
ム
に
改
良
す
る
な
ど
、
本
格
的
な
稼
働
に
阿

け
た
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

3

史
跡
等
の
保
存
。
整
備
台
活
用

2
 

著
作
物
の
円
滑
な
流
通
の
促
進
の
た
め
、
①
著
作

権
等
管
理
事
業
法
の
的
確
な
運
用
、
②
ユ
ビ
キ
タ
ス

ネ
ッ
ト
＇
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応
し
た
著
作
権
制
度

の
研
究
、
③
著
作
稲
契
約
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研

究
、
①
文
書
に
よ
る
著
作
権
契
約
の
促
進
、
⑤
自
由

利
阻
マ
ー
ク
の
普
及
を
行
う
。

海
賊
版
対
策
に
つ
い
て
は
、
侵
害
発
生
国
へ
の
取

締
強
化
の
要
請
、
途
上
国
対
象
の
研
修
事
業
の
実
防
、

惰
利
者
向
け
の
手
引
書
の
作
成
、
官
民
連
携
強
化
等

の
施
策
を
訴
じ
る
と
と
も
に
、
平
成
一
八
年
度
は
新

た
に
、
海
外
で
権
利
侵
害
を
受
け
た
と
き
の
対
処
法

な
ど
を
解
説
す
る
玉
露
利
執
行
セ
ミ
ナ
ー
」
の
国
肉

外
で
の
開
饉
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
八
年
に

W
C
T
（
著
作
権
に
関
す
る

世
界
知
的
所
有
稲
機
関
条
約
）
お
よ
び

W
P
P
T―
（
実

て
相
互
理
解
を
増
進
し
、
国
際
平
和
と
目
田
な
世
界

の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
汎
て
い
る
。
ま

た
、
我
が
国
の
魅
力
あ
る
文
化
を
海
外
に
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
と
日
本
人

の
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
芸
術
家
・
芸
術
団
体
に
よ
る
国
際
交

流
や
海
外
の
文
化
遺
産
の
保
存
修
復
へ
の
協
力
に
加

え
、
一
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
や
、
『
文
化

庁
文
化
交
流
使
」
事
業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
本
年

度
よ
り
イ
シ
タ
）
＇
ネ
ッ
ト
等
で
国
際
文
化
交
流
事
業

や
日
本
の
芸
術
団
体
を
英
語
で
紹
介
す
る
「
日
本
文

化
の
総
合
発
信
誰
進
事
業
」
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

平
成
一
七
年
一

0
月
に
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ

た
「
文
化
多
様
性
条
約

□乞
受
け
て
、
文
化
多
様
性

の
保
護
・
促
進
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
。

国
際
的
な
芸
術
文
化
交
流
の
推
進
を
図
り
、
も
っ

て
我
が
国
文
化
の
向
上
と
振
興
に
資
す
る
た
め
、
抵

界
的
な
芸
術
団
体
。
芸
術
家
の
参
加
を
得
て
「
舞
台

芸
術
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
我
が
国
と
外
国
と
の
固
際
芸
術
交
流
（
周
年
事

業
等
に
か
か
る
二
国
間
交
流
の
推
進
、
海
外
と
協
同

で
オ
ペ
ラ
等
を
制
作
す
る
国
際
共
同
制
作
、
海
外
で

開
催
さ
れ
る
有
名
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
へ
の
参
加
）

を
支
援
す
る
「
優
れ
た
芸
術
の
国
際
交
流
」
を
実
施

す
る
。

3

国
際
的
課
題
へ
の
対
応

2
 

芸
術
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
検
討
課
題
の
う
ち
、
冨
碑
利
制

限
の
見
直
し
」
お
よ
び
「
私
的
録
音
録
画
補
償
金
の

見
直
し
」
等
を
取
り
上
げ
、
検
酎
を
行
っ
た
。

本
年
度
の
同
分
科
会
に
お
い
て
は
、
残
さ
れ
た
検

討
課
題
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
「
通
信
と

放
送
の
融
合
」
や
デ
ジ
タ
ル
地
上
波
放
送
へ
の
奎
面

移
行
に
関
連
し
て
、

I
P
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
放
送
の

著
作
権
法
上
の
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

っ
て
い
べ
。円

滑
な
流
通
の
促
進

3

文
化
財
の
国
際
交
流
・
協
力

文
化
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備

4
 

演
及
び
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
皿
界
知
的
所
有
控
機
関

条
約
）
が
採
択
さ
れ
る
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ヅ
ト
の
普

及
お
よ
び
惰
報
技
術
の
発
展
に
対
応
し
た
著
作
物
俣

護
の
国
監
的
な
議
綸
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
ア
ジ

ア
緒
国
を
中
心
に

W
e
T
、
W
P
P
T
の
早
期
締
結

を
働
き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
現
在
W
I
P
o
（檻

界
知
的
所
有
権
機
関
）
で
検
討
中
の
放
送
条
約
等
の

策
定
に
積
極
的
に
参
面
し
て
い
く
。

著
作
権
教
育
の
充
実

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
著
作
物
の

創
作
手
段
や
利
用
手
段
が
急
遠
に
拡
大
。
普
及
し
て

い
る
た
め
、
「
著
作
産
教
育
」
の
充
実
ば
、
極
め
て
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
四
年
度
か
ら
、
著
作

極
に
閲
す
る
総
合
的
な
敦
育
事
薬
で
あ
る
「
著
作
栢

学
ほ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
お
り
、
引
き

続
き
そ
れ
ら
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

国
立
劇
場
・
新
国
立
劇
場
の
充
実

国
立
剖
場
は
、
歌
舞
伎
、
能
楽
、
文
某
、
演
芸
な

ど
の
伝
統
芸
能
を
、
つ
と
め
て
古
典
伝
承
の
ま
ま
の

姿
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、
伝
承
者
の
養
成
な
ど
C

事
業
を
実
腔
し
て
い
る
。
平
成
一
六
年
一
月
に
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
交
流
の
拠
立
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
国
立
劇
場
お
さ
な
わ
（
沖
縄
県

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
、
紛
争
や
自
然
災
害
に
よ
11
被
害
を
受
け
た
文
化

遣
産
を
保
護
す
る
た
め
、
当
骸
国
や
国
際
社
会
の
要

請
等
に
基
づ
き
、
我
が
固
お
よ
び
相
手
国
の
専
門
家

の
派
遣
お
よ
び
招
へ
い
等
を
行
う
な
ど
、
急
を
要
す

る
文
化
財
国
除
協
力
に
取
り
組
む
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
国
際
協
力
の
た
め
の
国
内
体
制

の
羞
俯
と
し
て
は
、
平
成
一
六
年
に
開
催
さ
れ
た
「
文

化
財
の
国
際
協
力
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
（
文
化
財

国
際
協
力
等
推
進
会
説
座
長
」
平
山
郁
夫
東
京
芸

術
大
学
長
（
当
時
）
）
の
報
告
等
を
踏
ま
え
、
国
内
の
政

府
機
関
、
研
究
慌
関
、

N
G
o
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て

効
率
的
・
効
果
的
な
文
化
財
固
際
協
力
を
推
進
す
る

た
め
、
国
内
各
機
関
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
情
報

の
収
集
・
提
供
．
調
査
研
究
等
を
実
施
す
る
「
文
化
財

国
際
協
カ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
二
国
間
取
り
き
め
等
に
よ
る
文

化
璧
父
流
、
日
本
古
美
術
品
の
海
外
で
の
展
覧
会
の

開
儘
や
、
固
際
機
関
と
の
連
携
協
力
を
進
め
て
い
る
。

特
に
、
ユ
ネ
ス
コ
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
我
が

国
の
文
化
財
の
世
界
遣
産
へ
の
登
録
の
推
進
と
国
際

的
な
世
界
遣
産
の
保
護
に
関
す
る
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、
「
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」

（
我
が
国
は
一
六
年
六
月
に
締
結
。
条
約
は
本
年
四
月

中
に
発
効
予
定
）
に
よ
る
無
形
文
化
遣
産
の
保
護
へ

の
取
組
へ
引
き
続
き
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。
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▽
「
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
」
（
在
原
業
平
）

花
の
命
は
短
く
て
．．．．．． 
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
パ
”
:
'
と
咲
い
て
、
パ
ソ
と
散
る
様

は
．
「
い
さ
ぎ
よ
さ
」
「
は
か
な
さ
」
の
た

と
え
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
桜
の
花
は
、

人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
何
と
も
不
思
議
な

魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
魅
力

（
オ
ー
ラ
）
は
、
人
に
も
い
い
ま
す
よ
ね
、

一
花
が
あ
る
」
と
。
人
の
心
の
中
に
咲
く
花

は
「
夢
、
喜
び
、
自
信
」
な
ど
を
映
し
出

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

北
上
を
続
け
た
「
桜
前
線
」
が
よ
う
や

く
北
の
大
地
に
遅
い
春
を
告
げ
ま
す
。
あ

れ
こ
れ
心
さ
わ
ぐ
二
巷
」
に
な
り
ま
し
た
。

▽
さ
て
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

綱

集

已
I
-
i
i
ロ

春
は
転
勤
や
転
居
な
ど
で
新
し
い
「
戦
場
、

生
活
、
人
間
関
係
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

方
も
多
い
季
節
で
す
。
す
べ
て
の
方
が
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い

も

の

で

す

。

／

▽
来
月
号
か
ら
は
新
し
い
連
載
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。
特
集
で
は

「
広
報
の
力
」
と
題
し
て
、
距
談
会
や
事
例

紹
介
な
ど
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
行
政

に
広
報
力
？
と
思
わ
れ
た
方
、
興
味
を

も
だ
れ
た
方
は
ぜ
び
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

可
か
が
変
わ
っ
た
1'
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
広
報
誌
を
目
指
し
て
編
笑
企
画

し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
ご
愛
読
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま

す

。

（

郷

）
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